




介護職員等特定処遇改善計画 

職場環境要件等の具体的な政策 

①資質の向上に関する件 

 

1. 喀痰吸引研修について自法人内で山口県認可の

喀痰吸引研修事業を行っており、職員は全額補

助で受講できるようにしている。 

2. 令和 2年 6月より介護福祉士実務者研修事業を

開始する予定であり、同様に職員は全額補助で

受講できるようにする。 

②労働環境・処遇の改善 

 

1. 介護日誌等についてはタブレット端末による入

力を行っており、介護職員の事務処理の負担軽

減を行っている。 

2. 介護職員の腰痛対策として、介護ロボットＨＡ

ＬＬを導入、又介護リフトも導入しており、腰

痛予防として「ラクニエ」を希望者全員に貸与

している。 

3. 子育てとの両立を目指すために、事業所内保育

苑（たかもりこども苑）を整備、又病児保育苑

（キッズたかもり）を整備している。 

 

③その他 

 

1. 中途採用者についても年齢に合わせ、勤務シフ

トを組んでおり、希望を勘案し正職、嘱託、非

常勤職員で採用している。 

2. 地域公益推進事業として、地域の小中学校への

介護教室へ講師を派遣し又地域交流の場として

夏祭りを提供している。 

3. 本人の希望を考慮し、非正規社員から正規職員

への転換を促進している。 
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